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；
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.て
十
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應
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友
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に
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。
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；ザ

家
 

::

ゥ
'
:舊

■

繁

爾

觀

擻

論
_

則
の
：_

で
、
_

と
瓦
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あ
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。
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膨
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を
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と̂-

て
、
诚

軸

にl
o

g
s

を
^

-.
!

)

縱
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と
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に
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.
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總
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萬
圆
以
上
の
納
税
_戶
數
は
先
の
一
千
戶
と
罾
に
ニ
千
戶
が
加 

は
ヴ
て
三
千
戶
と
な
る
か
ら
八
萵
圆
に
對
す
る
刃
の
値
は

3
と
な

、

ミ
八‘ 

，

(

;-
3 '
ニ 
六)

る
。
以
下
順
次
に
の
階
級
か
ら
禺Bt
じ
て
が
の
値
を
或
め
る
の
で 

あ
る
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近
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ハ
：.

ザ
：：

9
 

- 

- 

V
.
- 

V
.
.
V

• 

.
ロ
ー
ャ
ン
ッ
曲
線
に
於
て
は
所
得
人
«

と
所
得
總
額
の
ニ
つ
の 

>

資

刺

：
を

要

す

，

へ

第

五

舞

の

下

攔

梂

昭

和

十

六

.奮

：
の

我

が

國

.の 

納
税
戶
數
と
各
所
得
階
級
則
の
總
所
得
を
利
用
し
て
計
算
し
た
も 

の
で
ぁ
る
。
先
づ
所#-人

：： 3
：

を
パ
レ
ー
ト
系
數
の
場
合
と
は
逆
に 

下
の
階
級
か
ら
：順
光
に
合
評
し
て
叹

く

o

か

く

し

て

.
五

千

圓

に

對
 

す

る

人1-
4

1 

一
ニ

〗

、
八

，
千

圓

に

對

す

る

人

过

1
2
2

±-'>4

⑴
1
00
6
.

が
得
ら
れ
る
。
こ
の
ニ
四
七
で
^g

得
陪
級
の
納
税
只
數
の
累
計

1

除
す
と
.

、
四
九̂

七
五̂

.

.

.
と
な
名
。
次
に
所
得
金
額
に
つ

い
て
'も
同
様
の
評
篇
を
行
ふ
。
さ
、っ
し
て
ズ
軸
に
人
|1
の
百
分
比

ミ

九

Q

S

3
 
.
.



•

骱
觉
經
濟
壤
の
现
狀
に
つ
い
て

 

ノ

四
九
、
七
五

1…

：
を
と
り
、.
1/
軸

に

金

額

の

，
百

分

比

一

1

三

、
四

一

1

.

.
5:
-
と
，
る'と

第1

圖
に
承
す
如
き
ロ
ー
レ
ン
ツ
曲
線
が
得
ら
れ

る
9

も
1

各
所
得̂

級
の
人
£1
の
割
合
が
同
じ
％
ら
ば
、
M

ち
五 

千
{1
1
.の
人
が
一
人
、
八
千
圆
(0
-

人

が

、
一

人

と

云

ふ

様

な

吩

布

狀

態

, 

' 

四
〇 

Q

m

A

〕 

'

.ン
ッ
は> 

K
を
理
想
的
な
分
布
と
考
へ
へ
4〕，

の
均
噂
分
布
線
と
實
； 

.際
の
^
線
と
:^
ょ

つ

て

園

ま

れ

た

面

賴

，
が
.

尤
き
い
程
ノ
不
平
等
の:-
. 

程
度
が
‘大
で
あ
る
と.
0た

の

で

あ

る

ミ’

.

'

,3

の
方
法
は
パ
ヤ
1

ト

線

と

異り
、

少
額
所
得
に
つ
' い
て

も® 

.
當
免
る̂

ッ̂

爆
得
階
修
取
人
具
が
等̂
^ -

冬
^

の
平
等
を
表
は
す
も
の
か
ど
ぅ
が
に
つ
い
て
疑
問
が
あ
り
、

,』

の
. 

點
パ
レ
ー
ト
の
沄
ふ
平
等
と
は
意
味
を
異
に
す
る
。
又
、
こ
の
商 

楮
を
計
算
し
な
け
れ
ば
實
.際
の
不
平̂

度
は
解
ら
な
い
の
で
あ
：る
. 

が
、
こ
の
許
算
は
横
分
評
算
に
ょ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
、
可
成 

而
倒
で
あ
る
。
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駘
承
論

的

物

惙

指

叢*:
:
:
:：■'
:
..■
.
、v
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: 

:

N 

へ
：

：

一
： 

米

物

價

指

數

の

問

題

は

元

來

S
t

に
技
術
的
な
問
題
と
し
て
取
扱 

は
れ
て
來
伫
。
貨
概
價
値
の
變
化
を
敢
す
べ
き
物
價
指
數
の
最
も 

へ':
拿

修

每

算

式

は

、
周
知
の
如
^
、
各
財
戴
の:*
準
趣
點
に
於
け
冬:- 

.
價
格
を一
〇
a
と
し
、
.こ
れ
に
對
す
る
比
較
時
點
の
惯
格
を
指
數
ー 

•化
し
て
、
こ
の
單
純
算
術
平
均
を
以
て
物
價
指
數
と
す
る
の
で
あ 

.

る
。
'郎
ち
基
準
時
に
於
け
る®
格
IS

、

-

比
較
時
に
於
け
る
憤
格

： 

r
を

-
と
す
れ
ば
、
こ
の
！
^

は

-
§
;

^
に
よ
:0
で

與
.へ
ら
れ
.

今
：：

1

©
汸
式
は
聲
が
簡
單
な
ね
か
、

V

現

在

，で

も

廣
'V

く
^
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
が
ノ
我
タ
の
生
版
に
と
っ
て
缺
く
べ

か
ら

.̂，..

.
る

も
：̂
例
.

へ..

ば
^
が
|隹

忆

*

貴

电

ー
:̂
、
.
他

の

品

目

ね

る

/̂
や

ぅ
*^
も

の

が1

2に
下

落

す

れ

ば

、

.物
惯

は̂
ん

ど

邊

^

し
プ 

.
な
：̂

と
デ
ふ
«
-^
矛
盾
を
生
1>
る
0
そ
^」

で
來Q

や
ぅ
な
も
の
の;•
■-
 

:

值
_
.の
键
動
に.姑
特
に
太
'̂
各
ザ
；.

H;

ィ
ト
を
つ
け
、#

s
g
^
t
i

'-
-

:
'

:1
-

:

1 ,
_

面

_

_

«;
藤

濟

翦
|:
;

^

齡

厲

.へ：

.風
；I

る

か

を

決

李

る

も'©
は
、
各
財
の
生
靡
歡
で
ぁ
る
と 

云 < 
る
|0
そ
こ
で
•ご
の
ゥ
'

H

ィ
ト
.に
姑
生
產
值
额
を
以
て
す
る
方
，
 

法
が
.一
般
に
考
へ
ら
れ
る
。W
ち
坐
產
赞
をg
と
す
れ
ば、
.
'

.な

.る
#
式
の
-方
が
1
*ょ
い
.こ
と
.に
な
る
0
.
:
.

:
.
.
'
:'
«
し

と
.0
坐

產

傻

额

を

以

て

タ

ュ

ィ

ト

に

ず

，、
る

..
と
云
つ)

.て
/も
^
,
. 

時
の
4:
產
顧
額
を
選
ぶ
ベ
き
か
と̂ふ
こ
と
が
問
題
に

な
る
。
^

, 

.、ゆ】

'
:
.
陸
_
識
濟
に
海
飞
隹
虚*-
微
：の
1!
|
廣
が
_

_も
同
：— .
で
：％

:̂
-
一
 

七
1
1
4
.
メ
こ
と
は
な
い
ヵ̂-
.で
あ
る
0、
そ
こ
.で
先
づ
第j 

■に-考
へ
ら 

れ
る
の
は
、
逃
準
時
點
の
生
產
惯
額
を
ゥ

XX

ト
と
す
る
方
法
で 

あ
る
。
印
ち
み
を
进
準
時
點
め
生
產
避
上
す
れ
ば

、

.
パ

,

.•
,

b

%

f
IV
J
v
l
f

i

y

st

(
I
s
)

こ
れ
を
ラ.ス
パ
イ
レ
ス
武
と
呼
ぶ
。
こ
の
■方
法
は}

度
ヴ
ヱ
イ 

,
.を
徒
め
て
:.
®

け

ば

.
每

時

餘

に

計

算

し

.
な

ほ

す

必

要

が

な

0
の
で
、 

、
f

用
ひ
ら
れ$

る
。
供
し
こ
の
ゥ

H

イ
ト
•は
靈
さ
れ
な
い 

'

の
で
あ
る
か
ら
、
■
进
m
時
を
選
ぶ
際
に
は
偶
發
银
に
ょ
る
生
胳
高 

-
:©
.§
潇
の 

^

^

#

*

^
务
戌
^ '
^

ダ
年
乃
里
*
ヶ
取
0 -
^ '

產
實
_ 

■

额
の
平
均
を
以
て
ウ

X

イ

ト

と
す
る?

法
が
用
.ひ
ら
れ
て
居
るM 

こ
れ
に
對
し
審
價
値..の
變
化
を見''

る
に
は
、
现
在
の
相
對
生 

■產
書
ゥ
ユ
イ
ト
と
す
る
、方

が

r

曆
適
切
•で
あ
る
と
る
見
方
が. 

あ
る
。
こ
の
見
地
か
ら
す
れ
ば
、
比

較

時

點

の

盡

ff
l
を
と
ゲ
す

れ
ば
、

,

■ 

• 

‘ 

• 

'
.
.
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:
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-
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ぎ
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,
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：

：

…

：

-
贫

を
パ
I

シ
ヱ
武
と
.呼
ぶ
Q
こ
の
方
贫
は
絕
ぇ
史
ウXイ
ト
を 

.
M藤
し
直
し
.て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
式
ょ
办 

成
倒
で
あ
る
が
、
，そ
の
代
り
に
*
準
時
點
の
選
び
方
は
ラ
ス
パ
イ 

レ
ス
式
据
愼
靈
で
な
く_て
も
ょ
ハ
。
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'

來
_
の
統
則
學
者
フ
イ
ッ
シ
ャ
ー
妨
、
物
價
指
數
は
次
の
テ
ス 

—

.を
充
さ
ね
ば
な
.̂
-
な
い
こ
と
を
述
べ
た
0
.
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，
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何
れ
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同
一
の
割
合
を
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以
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す
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霧

も

亦
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.财
|
霞
祺
の
現
狀tc
■つ
'い
て
 

〜
化
ず
.べ
.き
.
.1
.と
.
.
，
.
. 

• 

.

(

•2)
-W
I
位
無
装
別
性
テ
ス
ト
、
個
々
の
费
叫
の
単

^
數
置
の
^

. 

め
方
の
如
何
に
ょ
つ
て
物
憤
游
»

^
の
修
が
猶
化
せ
ざ
る
こ
とC
 

• (
C
O
X

時
點
轉
逆
テ
ス
ト
バ
戡
準
時
亂
と
比
較
時
點
を
逆
に
し
て 

も
？
變
化
の
割
合
は
同

i
な
る
ベ
へ
き
こ
と"

.

.

. 

7

)

.循
ia
性
テ
ス
ト
。
一
ー
時
點
開
に
签
；
の
時
點
を
祯
入
し
て
， 

も
、
物
惯
指
數
の
佌
に
變
化
を
來
さ
V
る
こ
と
。

/
取
純
贫
術
平
均
式
も"

)

ラ
ス
パ
’レ
イ
ス
式
，も
パ
ーシ
エ
式
も
’何

V:
し
^
分
な
い
。
そ
こ
で
フ
イ
ッ
シ
ャ
ー
は
，、
部

|ニ
の
.テ
ス
ト
を
V

ユ
し
#
る

も
/
y
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義

.

.
y

y

m

r

へ

き
 

p

4

1

.
A
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;
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、
な

を

式

を

提

議

し

に

。

-

こ
れ
を
フ
イ
ッ
、
•レ
々
.
1
.の理
想
式

•と
，
沄 

ふ
"
-併
し
で〕

の
式
は
可
成
計
算
が
面
倒
で
ぁ
つ
て
.、
こ
れ
ょ
^
も 

つ
と
摘
^
な
式
で
⑴
⑶
⑶
の-テ

ス

ト

、
に

合

:̂
-
-し
#
る
式
が
ぁ̂,
'
の 

.で
あ
る
"：-
郎
ち
：

：
' 

' 
-■

.

^

"

/ ^
I f
u

J ^
v
r
:
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.
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l
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パ
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'ッ
デ

ワ

ー
.
ス

式

と

 
一

K

ふ
;:
0
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々
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■
フ
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ッ
.シ
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式
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>
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工
ッ
_デ
7,
丨
ス
式
も
第
四Co
.
テ
叉.ト
^
}充
すy 

>と.は
:̂
來

乜

い

.

.
の

• 

• 

- 
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:

四
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0
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四
〇
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'
.
、
で
，ネ
“
,

る
-'
-
-
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,
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.
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仲
し
經
濟
理
論
の
上
か
ら
：其
つ
て
、
物

«
指
数
の
茁
耍
他
は
か>

. 

る
形
式
的
テ
ス
ト
に
ネ
る
の
で
、は
な
く
、
經
濟
现
論
と
の
關
聯
に 

あ
•
.る

マ
一
と
ば̂

ふ
逛
も
な-い
'
"
,
,

〕

>に
新
に
坐
產*«
と
憤
格
と'
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凾
數
關
係
，に
恶
礎
ど
逍
く
凾
激
論
的
物
顧
梢
數
論
が
生
れ
て
來
る

<

.
の
で
あ
•る
C 

‘ 

_
.

II
-
:
‘

⑴
優
バ
ー
敎
授

「

物
似
變
，
锄

の

侧

记

」
」

三

丨
:;
:
五
頁

,

画
數
論
眼
物
憤
指
數
論
の
邀
礎
と

-な
る
も
の
は
無
兹
別!ill
線
の 

-
'.'
•■'理
^

で
あ
る
-
"
A

r

r

r

Q
 

ニ
財
を
所
布
せる
プ〕

と

に
よ
ガ
或
る
主- 

.
r r
が
宰
相
す
る
總
效
用
の
程
度
は
' 
次

，の
ズ
r

の
組
合
せに
'1
-
1
1

.

.
:て
§

し
5
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の
と
す
る0
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.10
單
位
.と1"
10
單

位

か

，
ら

得

る

.總
效
用
^

^

13
離
位
^

8
澤
份 

如
ら
傳
る
線
效
用
が
等
必
い
と
す

';
^

ば
、.
'
•か
;^
芩

組

合

忆
-±
り
示 

さ
れ
.る
點
を
結
ぶこ
.；と
で
よ
り一 .

つ
：
の

篇

を
#

る
e :

こ
.れ

が

無： 

•
差
別
曲
線(

等
敛
$

線)

で
办
る
,0
勿
論
あ
る'人

の

所
..
#

が
增
加
す：

_ 

<

ば
尤
12

氧
修
ど̂

12
'

單
位
と
を
同
時
に
所
街
す
- ^
.0 

、
る

。

か

、

る

組

合

せ

に

っ

^

て
：は
冽
の
ょ»)
;
髙

位
(0
:
無
差
別
線
得

.を
る
0

今
無
差
_

線
に
;»
1

切
線
を
別
く
、
こ
の.切
線
と
：
軸
0 -

交
. 

,

點
ル
ぼ
X

Q

み
.
を
購
久
し
杧
際0

支

出

髙

を

眾

：
レ

、
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.
抑

ば

ガ

の

か
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際
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か
.
ら
40
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.
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.
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總
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が
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>
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O
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^
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II

的

-儕
格
は
個
人
に•と
つ
て
は
與
ベ
ら
れ
れ.も
の

で

あ

る

か

、
し
、

各

人 

.は
總
效
用
？:
.最
大
な
ら
し
め
る
様.に
8
を
動
か
.す
ノ
§
も
/
.
- 

‘

(

18)

式
の
左
邊-I

f
-

は
、
OL
_
と
が
と
の.

g

界
交
換
率
を
求
す
。

マ
し.れ
を
限
界
代
替
率
，と

1
K

•ふ
o

極
火
滿
见
が
充
さ
れ
る
?:
め
の
.條 

W

は
' 

服
界
代
替
明
が
愦
格
の
此
に
反
比
例
す

^-
と
き
cr
A

る
U 

J
I、
る

極

大

滿

见

を

鐵

現

す

る

點

仏

を

%

衡
»

入
點
と
，呼
ぶe 
X
.
.
 

|

を
價
格
線
と
呼
ぶ.、
凡
て
の
無
蝥
別
仙
線
]:
'
^し
夫
//
均
衡
購
'

人
點
が
.
選
ば
れ
る
。
か

、
る
均
衡
«
入
點
の
柳
跡
を
支
出
顿
張
線 

と
呼
ぶ
。
今®

效
卯
を
从
と
し
"

總

’支

出

が

增

加

す

れ

ば

が

も

增
 

加
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